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Ⅰ
.
は じめに

教育課程審議会は ｢幼稚園, 小学校 , 中学校 , 高等学

校, 盲学校, 聾学校及び養護学校の教育課程の 基準の改

善に つ い て｣ と し て平成1 0年 7 月2 9 日 に 答申を行 っ た｡

教育課程審議会答申 (以下 , 教課審答申とする) は, 中

央教育審議会の第
一

次答申, 第 二次答申 (平成 8 年 7 月 ,

平成 9 年 7 月) ｢21 世紀を展望した我が国の 教育の 在り

方に つ い て｣ で報告された ｢ ゆ とり の 中 で生きる力をは

ぐく む｣ 等と い う基本理念の もと に , 教育課程を編成す

る基準の改善の方向性を示したもの で ある｡ 教課審答申

で は, 教育課程の基準の 改善の ね ら い とし て , ①豊かな

人間性や社会性 , 国際社会に生きる日本人とし て の 自覚

を育成する こと , ②自ら学び, 自 ら考える力を育成する

こ' と, ③ ゆとりあ る教育活動を展開す る中で , 基礎 ･ 基

本の 確実な定着を図り, 個性を生かす教育を充実する こ

と
, ④各学校が創意工夫を生かし特色の ある教育, 特色

ある学校づくりをすすめる ことの 4 点が挙げられ て い る｡

｢ 国際社会に生 きる日本人の育成｣ は, 改善 の ね ら い

の 筆頭に挙 げられた よう に , ｢ 各学校段階
･ 各教科等を

通じる主な課題に関する基本的考え方｣ に お い て も重要

な位置付けとな っ て い る｡ 教課審答申で の ｢ 国際化 へ の

対応｣ に関わる記述 は, 次 の点 に読み取る ことが できる ｡

一 つ は
,
共生社会の 実現で あ る｡ ｢ 異文化を理解 し偏見

を持たずに共に生き て い くため の 資質や能力の 育成を図

る ことをね ら い とする｣ と して い る ｡ もう
一 つ は, 横断

的 ･ 縫合的な学習の 充実で あ る｡ ｢ 国際化の進展 に対応

した教育は, 社会科, 地理歴史科 , 外国語科を中心に各

教科 , 道徳, 特別活動の特質等に 応じて 行う こ ととされ

て い るが
, 各教科等で の教育 に加え ,

『総合的な学習の

時間』 に お い て も教育の充実を図る ことが必要で ある｣

と し て い る｡ な お, 国際化の教育を進める留意点として ,

と かく欧米先進諸国に 目を向けが ち であ っ た こ とを改め ,

ア ジ ア諸国等に
一

層目を向ける こと の 重要性も指摘され

て い る ｡

ま た教課審答申で は, 国際化, 情報化の進展等社会の

変化に対応し, 生徒 の 日常生活を豊か にするとともに卒

業後の 社会生活 へ の適応を円滑に進める ことが で きる よ

う にする
､
観点か ら, 知的障害者を教育する養護学校の教

科として ｢ 外国語｣ の新設が提言され た｡

文部省告示第61 号 (平成1 1 年 3 月29 日) 盲学校, 聾学

校及び養護学校小学部 ･ 中学部学習指導要領及び第6 2 号

( 平成1 1 年 3 月29 日) 盲学校 , 聾学校及び養護学校高等

部学習指導要領に お い て は, 教課審答申に お ける教育課

程の基準の改善 へ の 基本的な考え方の もと に , 知的障害

養護学校の 中学部 ･ 高等部で選択教科 ｢外国語｣ が新設

された｡ 外国語や外国の 文化に対する関心を持ち, 国際

理解を深める ことな どをね ら い とし, 外国語の 内容とし

て は ｢英語｣ が示され た｡ 中学部で の 目標は ｢ 外国語に

親しみ, 簡単な表現を通して , 外国語や外国 へ の関J亡▲､ を

育 て る｡｣ , 高等部で の目標は ｢外国語で コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ

ン を図る基礎的な能力や態度を育て るとと も に , 外国語

や外国 へ の 関JL ､ を深め る｡ ｣ で あ る｡ 合 わせ て , 生徒 の

障害の 程度及び実態の多様化 に対応するため に , 知的障
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害養護学校で の教科指導の 留意点と して , 各教科の 内容

を見直すこ と, 特 に高等部で は基礎的内容と発展的内容

の 2 段階 に分け て教科の 内容を示すことと して い る (文

部省告示第62 号, 平成11 年 3 月2 9 日) 0

知的障害養護学校で の ｢ 外国語｣ の 新設に つ い て , 尾

崎 (1 9 99) は養護学校の 生徒が外国人と接 したり海外旅

行 へ の機会が増え て き た こと , 宮崎 (2 00 0) は中学校の

特殊学級で英語を学ん で きた生徒が高等部に多く進学し

て き て おり
.
, 軽度障害の生徒に 適切な教育が可能となる

こ と, 伊藤 ･ 関小 田 (20 00) は中学校特殊学級で の 英語

を養護学校高等部で さら に発展させる ことが で きる等,

導入 に対 して 積極的 な動向が 見られ て い る ｡ ま た大南

(1 99 9) は , 生徒の 興味
･ 関 心を もと に , 英語 の 指導を

多く の 学校で取り入れる ことを期待して い る｡

知的障害養護学校に お い て , 生徒の 障害及び多様な実

態に即した外国語の指導内容
･ 方法を展開するに は, 各

学校の外国語に 関する理解や創意
･ 工夫等が必要となる

で あろう｡ 高畑
･ 藤井 ･ 安達 (2 00 0) は , 知的障害養護

学校を対象とし て外国語教育の 実施状況等に つ い て調査

研究を行い , そ の現状を把握した｡ 調査対象とな っ た各

養護学校で は, 外国語教育の 必要性を認識し つ つ も, 障

害 の重度 ･ 多様化の 流れ の 中 で十分に対応で きな い で い

る現状が示された｡ 今後は, こ れ ら の分析を踏まえた上

で
, 具体的な実践を展開する中で実施上の課題や方向性

を明らか に し て い く こ とが求められ よう｡

そ こ で本実践で は, 平成1 1 年度 に富山大学教育学部附

属養護学校 ( 以下 , 附属養護学校とする) 高等部で ｢外

国語｣ を試行的に行い , 参加した生徒と外国人留学生を

対象に し て , 実践 の事前と事後にお い て ア ン ケ
ー

ト調査

を行 っ た｡ 本研究で は, 実践 の概要を報告するとともに ,

本実践に つ い て , 教育課程審議会答申 (平成1 0 年 7 月29

日) に あ る ｢ 生きる力｣ や ｢ 国際化 へ の 対応｣ 等 の視点

か ら検討を行い , 知的障害養護学校で ｢ 外国語｣ の 実践

を展開するた め の手がか りを明らか に する ことを目的と

した｡

Ⅱ . 実践の 概要

1 . 高等部 ｢ 外国語｣ の 実践構想 に関する生徒

へ の事前調査

附属養護学校で は, 知的障害養護学校に選択教科と し

て外国語(英語) が導入され よう として い る こ とを受け ,

平成11 年度より高等部 にお い て 外国語(英語) の実践を構

想した｡ 実施計画作成に つ い て , 生徒 の実態や興味
･

関

心 を踏ま え, よ り実際的な題材を選定するため に , 日常

的な生徒の行動観察等に加え , 事前 に生徒に対し て希望

す る活動に つ い て ア ン ケ ∵ ト調査を行い , 興味
･

関心 の

概要を把捉した｡

1 ) 事前調査の方法

調査対象は, 附属養護学校高等部に所属する生徒20 名

T a b一e l 外国語の 学習に関する生徒 へ の事前

ア ン ケ ー ト調査項目

項目1 . 外国の人を見た こ とが ありますか

項目2 . 外国の人 に会 っ て み た い ですか

項目3 . 外国の人とお話をし て みた い で すか

項目 4 . 外国に行 っ て み た い ですか

項目5 . 外国の言葉を知 っ て い ますか

項目6 . 外国の人と
一

緒 に お菓子を作りた い ですか

項目 7 . 外国の人と 一 緒 に い ろん なゲ ー ム や運動を

した い ですか

項目8 . 外国の人と
一

緒 に歌やダ ン ス を した い ですか

項目9 . 外国語の 勉強を して みた い ですか

で あ っ た.

調査内容は , T a ble l に 示すとおり ,
生徒た ちが外国

語の 授業に つ い て どの よう に感じ て い るか, 外国 の言葉

を知 っ て い るか , 外国 の人と会 っ た り
,
遊 んだりした い

か , 外国に 行 っ て み た い か等 の10 項目で あ っ た｡ 各項目

に つ い て
,
｢ ○ - と て も｣ , ｢ △ - ま あま あ｣ , ｢ × - ぜ ん

ぜ ん｣ と い う 3 段階 で の評価で あ っ た｡

調査方法 は, 4 月当初, 高等部の生徒に つ い て6 名 の

外国語担当教員で外国語の授業に 関する事前ア ン ケ
ー

ト

を行 っ た ｡ 筆頭執筆者中主
ー

問ず つ読み上げ, 生徒がア ン

ケ ー

ト 用紙 に評価した｡ な お, 文字や言葉で の理解 ･ 表

現が難しい 生徒に つ い て は, 個別 に教員が っ き, ジ ェ ス

チ ャ
ー

等で わかりやすく例示しながら評価を援助した｡

2 ) 事前調査の 結果

3 段階に よる評価結果を , 各項目 ごと に ｢ と て も｣ ,

｢ ま あ まあ｣ , ｢ ぜ ん ぜ ん｣ と して F i g . 1 に 示 した｡ 項目

1 ( 外国 の人を見た こ とが あり ますか ｡) , 項目 2 ( 外国

の 人に 会 っ て みた い で すか ｡) か ら, 非常 に 多く の生徒

たちが外国の人を見たり ､ 会 っ た りした経験がある こ と

が示され た｡ 項目 5 ( 外国 の言葉を知 っ て い ますか ｡)

に 関し て は, 45 % が ｢ と て も｣ と答え た｡ 生徒 に自分が

知 っ て い る外国語を書かせたと こ ろ､ ｢ ボ ン ジ ュ ー ル｣ ,

｢ ニ
ー

ハ オ｣ な ど
?
英語以外の 外国語が多く見られ た｡

生徒たちの 中 で は, ｢ 外国語 - 英語｣ と い う ふ う に は結び

つ い て い な い よう で あ っ た｡ ｢ とて も｣ ｢ ま あまあ｣ を合

わせ ると, 項目6 ( 外国 の人と
一

緒 に お菓子を作りた い

で すか｡ ) で 70 % , 項 目 7 ( 外国 の人と
一

緒 に い ろ ん な

ゲ ー ム や運動を した い で すか｡ ) で95 % , 項 目8 ( 外国

の 人と 一

緒 に 歌や ダ ン ス を した い ですか｡ ) で9 5 % と ,

外国人と
一

緒 に , 身体を使 っ た活動をする こと へ の積極

的な意欲が うかがえた ｡ 項目9 ( 外国語の勉強をし て み

た い で すか｡ ) で は, 50 % が ｢ と て も｣ と答え た｡ こ こ

で 示した ｢勉強｣ と は, 机上 で の学習で あ っ た｡ 高等部

生徒の半数が外国語 へ の学習に強い意欲を示して い る こ

とが明らか に な っ た｡
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知的障害養護学校に お ける新設教科 ｢外国語｣ の実践に 関する
一

考察

0ヽ 2 0ヽ 4 0 ＼ 6 0 ヽ 8 0ヽ 10 0 ヽ

1 . 外国の 人を見たことがあります か｡

2 .外 国の 人に会っ てみ たい です か｡

3 . 外国の 人とお話をしてみ たい です か.

4 .外 国r = 行っ てみ たい ですか o

5 .外 国の 言葉を知っ てい ますか ｡

6 . 外国の 人と
一

緒にお菓子を作りたい ですか ｡

7 .外 国の 人と
一

緒に い ろんなゲ
ー ム や運動をしたい ですか o

8 .外 国の 人と
一

緒に歌 やダン スをしたい ですか ｡

9 .外 国語の 勉強 をして み たい ですか ｡

田 とても E] まあまあ □ ぜん ぜん E j 無 回答

Fig . 1 外国語の学習に関する生徒 へ の事前 ア ンケ
ー

トの結果

2 . 平成11 年度 高等部 ｢ 外国語｣ の実施計画

上記の事前調査の結果を踏まえ , 下記 の とおり外国語

(英語) の 実施計画を作成した｡ 附属養護学校で は, 大

学の 附属で あると い う特長を生か し, 富山大学の外国人

留学生 を招き ,
3 回の 交流活動を中心と した外国語(莱

請) の授業を行 っ た｡

1 ) 目標

外国と日本の文化 ･ 生活 の違 い に関心を持ち, 国際理

解を深める こと, 外国人留学生との 様々 な交流活動を通

して親睦を深める こと, あ い さ つ な ど簡単な外国語 (莱

請) の表現に興味や関心を持 つ こ と を目標とした｡

2 ) 指導上の基本的な考え方

実践の展開に お い て は, 知的障害生徒の学習上の特性

へ の考慮や, 在学中及 び卒業後の生活を豊か なも の に す

る観点から, 以下 の点を指導上の基本的な考えと した｡

第 1 に , 外国人留学生との 継続的な交流活動を基本と

した｡ 大学 の 附属学校と して の利点を生かす べ く, 富山

大学留学生 セ ン タ ー と の 連携を密に した｡ まず, 留学生

担当事務官 に事前 に附属養護学校を見学して もらい , 本

校児童生徒や教育の 概要に つ い て説明した｡ 参加募集の

ポ ス タ ー の 掲示方法, 連絡方法を綿密に打ち合わせをし,

留学生の代表と担当事務官との事前協議, オ リ エ ン テ
ー

シ ョ ン を計画的に行う こ ととした｡

第 2 に , 実際的, 体験的な活動を中核に して 実践を構

成する ことと した｡ 題材を生徒に と っ て 興味 ･ 関JL ､ の あ

る もの , 例え ば食 べ 物作り, ス ポ ー ツ
, あ い さ つ な どを

取り上げた｡ 生徒を取り巻く生活に 密着した題材を取り

上 げること で
,
主体的に活動で きる環境を構成するよ う

配慮した｡

な お
, 本実践で は, 教育課程審議会答申 (平成1 0 年 7

月2 9 日) に あ るよう に , ア ジア諸国に
一

層目を向ける こ

と に留意した｡ 富山県は, ア ジア諸国と深い 関係に あり,

多く の 留学生が富山大学に学ん で い る｡ 本実践が契機と

な っ て 日常的な交流が促進され るよう期待した｡

3 ) 実践 の 日程

上記の 目標, 考 え方を踏まえ , 外国人留学生との交流

を中心 に , 三回 の実践を計画 した｡ 第 1 回 は , 平成11 年

9 月 4 日 ( 土) , 題材 ｢外国の方と仲良くなろう｣ ｡ 第 2

回 は, 1 0 月1 6 日 ( 土) , 題材 ｢外国の 方と有名な食 べ 物

を作 っ て み よう｣ ｡ 第 3 回 は, 12 月1 8 日 ( 土) , 題材 ｢外

国の 方と もち っ き をし よ う｣ を計画した｡

3 . 第 1 回実践 : 題材名 ｢ 外国の 方と仲良くな

ろう ー

キ ッ ク ベ
ー

ス ボ ー ル大会 -

｣

1 ) 日時 ･ 参加者

平成11 年 9 月 1 日 ( 水) 1 ･ 2 限 に事前指導を, 4 日

( 土) 1 限か ら 3 限ま で 授業, 4 限 に事後指導を行 っ た｡

参加者は高等部生徒2 0 名, 留学生 (韓国, 中国, 台湾,

マ レ
ー

シ ア
,
ラ オ ス) 6 名, 教育実習生 6 名, 教員6 名

で あ っ た｡

2 ) 目標

外国人留学生とキ ッ ク ベ
ー

ス ボ
ー ル を通 して

一

緒 に汗

を流し親睦を深める こと ,
あ い さ つ な ど簡単な外国語の

表現に興味や関心を持 っ こ とを目標とした｡

3 ) 事前指導

①当日の 流れ ･ 授業内容の説明 : 交流当日 の 流れを模

造紙に書い たもの で 説明した｡ 大型 の世界地図を使 っ て

日本 の位置を確かめ たり, 来校する留学生の 国々 の 位置

を確認 した ｡ ま た , 各国 の国旗を作成 し, 国名当て クイ

ズ を行 っ た ｡ 体育で 実施し て い るキ ッ ク ベ
ー

ス ボ
ー ル の

ル
ー

ル を確認した｡ あ い さ つ や司会等の 役割分担を行 っ

た｡ ② キ ッ ク ベ
ー

ス ボ
ー

ル の グ ル ー プ 分け : 国際親善試

合と して ｢ 中国 チ
ー ム｣ ｢ 韓国 ･ 台湾 チ

ー ム｣ ｢ ラ オ ス ･ マ
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レ ー シ ア チ
ー ム｣ の 3 チ

- ム を編成するこ ととした. そ

れ ぞれ の リ ー ダ ー を決定 した｡ ③ あ い さ つ
･

自己紹介の

練習 : チ
ー ム ごと に英語で練習した｡ 教員と教育実習生

が 2 名ず つ 加わり, 英語 で例示した後,
一 人ず っ 発表し

た｡ 発語が困難な生徒に つ い て は, カ
ー

ド を使 っ た り握

手したりする こと等を練習 した ｡ ④実践 1 に つ い て の事

前ア ン ケ
ー

ト調査を行 っ た｡ ⑤授業の期待など の発表 :

生徒 の気持ちを盛り上げて いくよう に配慮した｡

4 ) 授業 の 流れ ･ 生徒 の 活動等 (F i g . 2 を参照)

①歓迎の あ い さ つ : 代表の 生徒が英語で行 っ た｡ 初 め

て と い う こ ともあり , 教員が事前に カ タ カ ナ で作成した

も の を読み上げた｡ あ い さ つ が終わると留学生あゝら大き

な拍手が起 こ っ た｡ ②留学生の自己紹介 : 大型地図と国

旗を使 っ て ,

一

人
一

人が英語と自国語で自己紹介をした｡

生徒たち は真剣に聞き入 っ て お り, あ い さ つ が終わると

生徒か ら自然に拍手が起こ っ た｡ 留学生は
一

様 に 緊張し

て い た よう で あ っ た｡ ③各 チ
ー ム の 発表o ④ チ

ー ム 別 に

生徒の 英語等に よる自己紹介 : 英語 で名前を紹介した ｡

生徒の 中 に は, 中国語や韓国語で あ い さ つ する生徒もい

た｡ 自国語であ い さ つ され た留学生はと て も喜ん で い た｡

留学生は
一

人
一

人 の あ い さ つ に真剣に耳を傾けて いた ｡

握手は自然に行われ て い た｡ ⑤ ル
ー ル の 説明 ･ 各 チ

ー ム

で の 円陣 : 代表 の生徒が ル
ー ル を説明した ｡ 円陣で は,

肩を組み合 っ て ｢ フ ァ イ ト ! ｣ な どの か け声を出して い

たo ⑥ ｢ 中国チ
ー ム｣ ｢韓国･ 台湾 チ

ー ム｣ ｢ ラ オ ス ･ マ レ
ー

シ ア チ
- ム｣ の 3 チ

ー ム に 分かれ て対戦 : 各試合は, 2

イ ニ ン グ総当り対戦で 3 試合行われた｡ 教員と教育実習

生はそれぞれ 2 名ず っ 参加し, 生徒や留学生が戸惑 っ た

場合に適宜援助した｡ キ ッ ク ベ
ー

ス は ル ー

ル が簡単で あ

り, 初 めて で もゲ
ー ム を楽しむ ことが で きる特長がある｡

体育 で繰り返し練習して い る生徒は, 見通しを持 っ て 活

動に参加 して おり , 留学生に ル ー ル を教える場面も見ら

れた｡ ヒ ッ ト や ア ウ トの 場面で は, 歓声や手を叩きあう

場面が多く見られた｡ 応援用の小旗を準備して お い たと

ころ, 留学生がリ ー

ド して 生徒と
一

緒 に応援する様子が

見られた｡ ⑦結果発表 : 教師が得点を発表すると, 勝利

チ
ー ム で は歓声があがり, 生徒と留学生とで抱き合う様

子が見られた｡ ⑧終わりの言葉 : 代表の生徒が英語で行 っ

た｡ ま た , 作業学習の作品を記念品とし て
一

人
一

人 に贈

呈 した｡ ⑨記念撮影 : 留学生が生徒に撮影ポ ー ズ を教え

てくれるなど, 和やか に行われた｡ ⑲拍手で留学生を送 っ

た｡

5 ) 事後指導

①授業の 感想発表 : 生徒か らは, ｢ 国際試合は楽しか っ

た ｡｣ ｢ ま た留学生さん に会 い た い ｡｣ な ど, 積極的な感

想があが っ た｡ ②実践 1 に つ い て の事後ア ン ケ
ー

ト を行 っ

た｡

な お
, 家庭 へ の連絡とし て , 写真と短い コ メ ン ト で構

成した通信 ｢外国語か わら版｣ を配布した｡

4
. 第 2 回実践 : 題材名 ｢ 外国の方と有名な食

べ 物を作っ てみよう
.

-

マ レ ー シ ア の 味 ･ に っ ぼん

の 味 -

｣

1 ) 日時 ･ 参加者

平成11 年10 月13 日 ( 水) 1 限に 事前指導を ,
16 日( 土)

1 限か ら 3 限 に実践, 4 限に事後指導を行 っ た ｡ 参加者

は高等部生徒2 0 名, 留学生 ( マ レ
ー シ ア 人) 6 名, 学生

ボ ラ ン テ ィ ア 2 名, 教員6 名 で あ っ た ｡

2 ) 目標

日本の お や つ ｢ や き い も｣ , マ レ
ー シ ア の代表的なお

や つ ｢ チ エ チ ュ ピ サ ン｣ を
一

緒に 作る こと で互 い の 食生

活に関JL ､ を持 っ こ と ,
マ レ

ー

シ ア の 文化に関JL ､ を持 っ こ

と
,
あ い さ つ な ど簡単な外国語の 表現に興味や関JL ､ を 持

つ こ と を目標と した｡

3 ) 事前指導

①当日の流れ ･ 授業内容の説明 : 全体の あ いさ つ は,

代表生徒と
一

緒 に 内容を考えた｡ 代表生徒は中学校特殊

学級卒業で あり, 簡単な英語の文章を自分で 作成する こ

とが で きた｡ ② あ い さ つ ･ 自己紹介の練習 : 生徒に よ っ

て は
, ｢ 私 は 0 0 が好き で す｡ ｣ と い う練習を加えた ｡

③授業に関す る事前ア ン ケ ー ト調査｡ ④授業の 期待など

の 発表｡

な お , 油を使 っ た料理作りをするため, 生徒の衛生面

や , 安全面の 指導も十分に行 っ た｡ ま た, 小学部の授業

｢ やき い も づく り｣ と連携するた め に , 小学部の授業担

Fig . 2 第 1 回実践 ｢ 外国の方と仲良くなろう｣ の様子

左 の写真は , 留学生が世界地図で自分 の国を紹介 して いる様子. 中央の 写真 は, 生徒 と留学生が同

じチ
ー ム にな っ て ｢ キ ッ ク ペ ー

ス ポ ー

ル｣ を楽 しんで いる様子｡ 右 の 写真 は, チ ー ム ご とに記念撮

影｡
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Fig . 3 第 2 回実践の 通信 ｢ マ レ
ー シア の 味､ に っ ぼ ん の味｣

本通信は , 保護者 に 実践の様子 を知 らせ る た め に 作成 したo カ ラ
ー 版 の通 信を 留学生等 にも配布 して 啓発資

料 と して 活用 した ｡ 左上の 写真 は､ 留学 生が 地図や写真で マ レ
ー

シア の 紹介を して い る様子 ｡ 右上の 写真 は,

生 徒 と留学生が協力 して ｢ チ ュ チ ュ ピサ ン｣ を作 っ て い る様子｡ 右下 の写真 は, 感謝 の 気持 ちを生徒が簡単

な英語で挨拶 して い る様子｡

当者と綿密に協議 した ｡

4 ) 授業 の流れ
･ 生徒 の活動等 (F i g . 3 を参照)

①調理室の準備 : 男子生徒は, 中庭 で小学部と協力し

やき い も の準備を行 っ た｡ 女子生徒は, 調理室 で 皿な ど

の準備を行 っ た｡ ②歓迎の あ い さ つ ( 生徒代表) ｡ ③ ｢ や

き い も｣ に つ い て の 説明 : 代表 の生徒が イ ラ ス ト を使 っ

て
,
日本語 で やき い もの作り方を説明した｡ ④ マ レ

ー

シ

ア 留学生の 自己紹介と国の紹介 : 代表 の留学生の 方か ら,

マ レ
ー シ ア の 国 に つ い て説明を受けた｡ 地図や国旗, マ

レ
ー シ ア に 関する資料を留学生に持参 して い ただ い た｡

⑤料理 チ
- ム の 発表(学年別) 0 ⑥生徒の 自己紹介 : 学年

別に , 生徒の 英語に よ る自己紹介を行 っ た｡ そ の 際, マ

レ
ー

シ ア 留学生か ら マ レ
ー

語 の あ い さ つ を教え て もら っ

た｡ ⑦ ｢ チ エ チ ュ ピ サ ン｣ の 調理 : 各学年の 調理班に分

かれ, 留学生の 方から マ レ
ー シ ア 料理を教え て もら っ たo

A チ ー ム : 1 年生, 留学生 2 名, 教官 2 名, B チ
ー ム : 2

年生, 留学生 2 名, 教官 2 名, 学生 ボ ラ ン テ ィ ア 1 名,

C チ ー ム : 3 年生 , 留学生 2 名, 教官 2 名, 学生 ボ ラ ン

テ ィ ア 1 名 の 3 チ
ー ム で 活動した ｡ チ エ チ ュ ピ サ ン は ,

バ ナ ナ をすり下ろし て 油で あ げる と いう料理 で あ っ た ｡

教員は, 留学生の説明をわかりやすく言い換え て生徒に

伝え たり, 安全面を配慮し つ つ 活動 に参加した｡ ⑧中庭

に移動 : 留学生と
一

緒 に やき い もを掘り出した｡ ⑨全員

で マ レ
ー シ ア 料理 とや き い も の 試食 : 小学部の児童も

一

緒 に食べた ｡ 高等部の生徒や留学生か ら, チ ュ チ ュ ピ サ

ン とや き いも に つ い て の感想を発表して もら っ た ｡ ま た,

高等部生徒と留学生は, 食事を しなが ら互 い の 家族の こ

とや マ レ
ー

シ ア で は人気の ある 日本の ア ニ メ な どの 話題

で楽 しく会話を し て い た
､
｡ さ ら に , 小学部の生徒を膝に

乗せ て あ げて い る留学生もい た ｡ ⑲終わり の言葉 : 代表

の生徒が英語で あ い さ つ した ｡ 留学生をは じめ , 小学部

の教員や児童か ら大きな拍手を もら っ て い た｡ ⑪記念撮

影｡ ⑫拍手で 留学生を送 っ た ｡

5 ) 事後指導

①授業の 感想発表 : 生徒か らは ,
｢ マ レ ー シ ア に 行 っ

て み た い ｡｣ ｢ 家 で チ エ チ ュ ピサ ン を作 っ て み る ｡｣ な ど,

積極的な感想が聞かれた ｡ ②実践 2 に つ い て の 事後ア ン

ケ ー ト を行 っ た｡

な お , 家庭 - の 連絡と して , 写真と短い コ メ ン ト で構

成した通信 ｢外国語かわ ら版｣ (F ig . 3) を配布した｡

5
. 第 3 回実践 : 題材名 ｢ 外国の 方ともち つ き

を しよう｣

1 ) 日時
･ 参加者

平成1 1 年12 月1 7 日 ( 金) 5
･ ･ 6 限 に事前指導を ,

18 日
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( 土) 1 限か ら 3 限 に実践, 4 限 に事後指導を行 っ た｡ 参

加者は高等部生徒2 0 名, 留学生 ( 中国, 韓国, 台湾, イ

ン ド ネ シ ア等 7 カ 国) 1 4 名, 学生 ボ ラ ン テ ィ ア1 3 名, 保

護者ボ ラ ン テ ィ ア 2 名, 教員 9 名 で あ っ た｡ な お , も ち

つ き場面, 試食場面に , 小学部, 中学部の 児童生徒全員

及び教員が参加 した ｡

2 ) 目標

多く の 国 の留学生と
一

緒 に もち っ き をする こと を通し

て 親睦を深める こと , も ち っ き をする こと で 自国の食文

化に つ い て関JL ､ を 持 っ こ と, あ い さ つ や自己紹介など簡

単な外国語の表現に興味や関心を持 つ こ とを目標とした｡

3 ) 事前指導

①当日の流れ ･ 授業内容の説明｡ ②英語 に よ る あ い さ

つ ･ 自己紹介の練習｡ ③会場の清掃｡ ④ もち っ きの 準備 :

1 ･ 3 年生はうす ･ き ね ･ 皿 な ど の煮沸 ･ 洗浄を, 2 年生は

もち米とぎを行 っ た｡ ⑤明日 の授業に 関する事前ア ン ケ ー

ト調査｡ ⑥授業の 期待など の発表｡

な お, 筆頭執筆者は実践 3 に つ い て の 目標及び計画を

小学部, 中学部の 教員に連絡し, 協力と参加を得る こと

と した｡ ま た, 保護者 ･ 学生 ボ ラ ン テ ィ ア を募集し, ち

ち っ き活動 へ の協力を得た｡

4 ) 授業 の 流れ ･ 生徒 の活動等 (F ig .
4 を 参照)

①会場の準備 : 体育館の掃除, シ
ー

ト
,
皿 な どを協力

して準備する｡ ②英語で の歓迎の あ いさ つ( 生徒代表) 0

③ もち っ き の紹介 : 代表 の生徒が 日本で の もち っ き の習

慣に つ い て 日本語 で説明した｡ ④留学生の 自己紹介 : 大

型地図で 自国の場所を指して も らい , 英語と自国語で あ

い さ つ し て もら っ た｡ (9 も ち つ き チ ー ム の 発表 : A か ら

C の 3 チ
ー ム に 分かれ た｡ 高等部の 教員が 3 名ず つ チ ー

ム に 所属した｡ ⑥生徒の英語等に よる自己紹介 : 時間が

なくな っ て き たため, 生徒からの 一

方的なあ い さ つ とな っ

た ｡ ⑦もち っ き : A - B - C チ ー ム の 順 に もち つ きを行 っ

た ｡ 臼が
一

つ し か なか っ た ため
,

一 人 が っ い て い る様子

をみ ん な で見学すると いう状態で あ っ た｡ 留学生が杵を

振り下ろすと, ｢ よ い し ょ ｡ よ い し ょ ｡｣ と い うか け声が

周囲から起こ っ た｡ 留学生が
- と お りもちを つ きおわり,

特別参加 した小学部児童や中学部生徒が杵を持 っ と, 時

間の都合で高等部生徒全員が もちを つ く こ とが で きなか っ

た｡ 女子の 留学生が ,
つ き あが っ た もち に大根お ろしや

あ ん こ等をま ぶす活動に自ら参加 した ｡ 高等部生徒や学

生 ･ 保護者ボ ラ ン テ ィ ア と 一

緒 に な っ て の活動で あ っ た｡

⑧会食 : チ ー ム ご と に つ き た て の もちを食 べ た ｡ 小学部

と中学部の 生徒も参加し
, 大人数で の 会食とな っ た｡ 後

片付 けの 予定もあ るため
, 会話 の 時間が十分とれなか っ

た｡ ⑨終わり の言葉 : 代表 の生徒が英語で 行 っ た ｡ 小学

部 ･ 中学部の 児童生徒か ら も大き な拍手が送られ た｡

⑲記念撮影 : 時間の 都合で 中止とな っ た｡ ⑪拍手で 留学

生を送 っ た ｡

5 ) 事後指導

①授業の感想発表 : 生徒か らは, ｢ 楽 しか っ た｡｣ ｢ ま

た やりた い ｡｣ と い う感想が あ っ た反面, ｢ もち っ き が で

きなか っ たo ｣ な ど, 消極的な感想も出され た
,
0 ②実践

3 に つ い て の 事後ア ン ケ
ー

ト を行 っ た ｡

な お
, 家庭 へ の 連絡とし て , 写真と短い コ メ ン ト で構

成した通信 ｢外国語か わら版｣ を配布した ｡

Ⅲ
. 実践に関するア ン ケ ー トの 方法及び結果

生徒及び実践に参加した外国人留学生を対象に , 実践

2 ･ 3 に つ い て 事前
･

事後 ア ン ケ
ー

ト を実施した ｡ 以下

に方法と結果に つ い て述 べ る｡

1 . 第 2 回実践 : 題材名 ｢ 外国の 方と有名な食

べ 物を作っ て み よう -

マ レ ー シ 7 の 味 ･ に っ ぼん

の 味 -

｣ に つ いて の生徒 へ の ア ンケ ー

ト

1 ) 事前調査の方法

調査対象は, 本授業に参加した附属養護学校高等部に

所属する生徒2 0 名で あ っ た｡

調査内容は, T a ble 2 に 示 した とおり ,
4 項目 に つ い

て事前と事後で構成 した｡ 学習 へ の意欲, マ レ
ー

シ ア の

留学生との親睦の程度 , 会話 へ の意欲, 料理 へ の興味 ･

関心 に つ い て構成した｡ 各項目に つ い て , ｢ ○ - とて も｣ ,

｢ △ - ま あ ま あ｣ , ｢ × - ぜ ん ぜ ん｣ と い う 3 段階 で の で

評価で あ っ た｡

調査方法は, 事前 ･ 事後学習に お い て , 筆頭執筆者が

一

問ず っ 読み上 げ, 生徒が ア ン ケ ー ト用紙 に評価した.

な お
, 文字や言葉で の 理解 ･ 表現が難し い生徒に つ い て

Fig . 4 第 3 回実践 ｢ もち つき大会｣ の様子

左 の写真 は, 留 学生 と生徒が 自己紹介 し合 っ て いる 様子｡ 中央 の 写真 は, 生徒 と 留学生が協力 して もちつ き

を 行 っ て い る様子 . 保護者ボ ラ ン テ ィ 7 の協 力を 得た ｡ 右の 写真 は, 一 緒 に つ い た もち を 食 べ て い る様子.
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T a ble 2 第 2 回実践 : 生徒 ･ 留学生 へ の

ア ン ケ ー ト調査項目

生徒

事前粛査

項目 1 .
マ レ ー シ ア 料理 の勉強は楽しみ ですか

項目 2 .
マ レ ー シ ア の人と会う の は ､ 楽 しみ で すか

項目 3 .
マ レ ー シ ア の人とお話を した い ですか

項目 4 .
マ レ ー シ ア の人と

一

緒に料理をした い ですか

事後爵査

項目 1 .

マ レ ー シ ア 料理 の勉強は楽しか っ た ですか

項目 2 . ま た マ レ ー シ ア の人と会い た い ですか

項目3 .
ま た マ レ ー シ ア の人とお話を した い ですか

項目 4 .
ま た マ レ ー シ ア の人と 一 緒 に料理を した い

で すか

留学生

事前謂_杏

項目1 . 学校 へ 来るとき に不安はありま したか

項目2 . 期待はして い ましたか

項目3 . 今 日の 料理 は楽しみ で すか

項目4 . 生徒た ちと
一

緒 に い ろんな活動を して みた

い で すか

項目5 .
こ れ ま で ボ ラ ン テ ィ ア活動をした ことがあ

りますか

事顔粛査

項目1 . 今 日 は楽しか っ た で すか

項目 2 .
ま た学校に 釆て み た い ですか

項目 3 . 今 日 の料理 は楽しか っ た ですか

項目 4 . ま た生徒たちと
一

緒 に遊ん で みた い で すか

項目 5 . 次回はどの ような ことをや っ て み たい で すか

は, 個別 に教員が っ き, ジ ェ ス チ ャ
ー

等で わか りやすく

例示しなが ら評価を援助した｡

2 ) 調査結果

3 段階に よる評価を, 各項目ごと に ｢ と て も｣ , ｢ ま あ

ま あ｣ , ｢ ぜ ん ぜ ん｣ と して , 事前 と事後を併記して F i g .

5 に 示 した｡ な お 1 名に つ い て は正確な評価がで きなか っ

た ため19 名 で 算出した｡ 項目1 ( マ レ
ー

シ ア 料理 の勉強

は楽し い ｡ ) に つ い て は, ｢ と て も｣ が事前 : 6 8 .4 % か ら

事後 : 8 9 .5 % と上昇した. 項目 2 ( マ レ ー シ ア の 人 に会

い た い ｡) に つ い て は, ｢ と て も｣ が事前 : 8 4 .2 % か ら事

後 : 6 3 .1 % に 減少した ｡ 加 え て , ｢ ぜ ん ぜ ん｣ が事前 :

0 .0 % か ら事後 : 5 .3 % に 上昇 した｡ 項目 3 ( マ レ - シ ア

の 人と話を した い o ) に つ い て は ｢ と て も｣ が事前 :

68 .4 % か ら事後 : 8 4 .2 % に 上昇した ｡ 項目 4 ( マ レ ー シ

ア の人と料理をした い ｡) に つ い て は ｢ と て も｣ が事前 :

73 .7 % か ら事後 : 7 8 .9 % へ と若干上昇した｡

2
. 第 2 回実践 につ い て の 外国人留学生へ の ア

ン ケ ー ト

1 ) 事前調査の方法
一

調査対象は, 本授業 に参加した マ レ
ー シ ア 人留学生 6

名 で あ っ た｡

調査内容は ,
T a bl e 2 に 示 したとおり , 事前 に は養護

学校 へ 来る こと へ の 不安や生徒たちと の活動 へ の 期待な

1 . マ レ ー シア料理の勉強は 楽しい

事前

事後

2 . マ レ ー

シアの 人 に会いた い

事前

事後

3 . マ レ ー シアの 人と話をした い

事前

事後

4 . マ レ ー シアの 人と料理 をしたい

事前

事後

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

d とても田まあまあ ロ ぜん ぜん

Fi g . 5 第 2 回実嘩 :

生徒 へ の ア ン ケ
ー トの事前事後比較

T a bl e 3 第 3 回実践 : 生徒
･ 留学生 へ の

ア ン ケ ー ト調査項目

生徒

事前源一査

項目1 . も ち つ き大会の 勉強は､ 楽 しみ で すか

項目2 . 外国 の人と会う の は楽しみ ですか

項目3 . 外国 の人とお話を した い ですか

項目 4 . 外国の人と
一

緒に , もち つ きをしたい ですか

尊顔粛査

項目1 . もち っ き大会の 勉強は､ 楽 しか っ た で すか

項目 2 . ま た外国の 人と会い た い で すか

項目 3 . ま た外国の 人とお話をした い で すか

項目 4 . ま た外国の 人と
一

緒 に もち つ きを した い で

す か

留学生

事前粛査

項目 1 . こ れ ま で 附属養護学校に ボ ラー
ン テ ィ ア と し

て来た ことが ありますか

項目 2 . 学校 へ 来ると き に不安はありま したか

項目 3 . も ち っ き を知 っ て い ますか

項目 4 . 生徒た ちと会話して みた い で すか

項目 5 . ど の よ う な こ とをし て みた い ですか

事後j静査

項目 1 . 今 日 は楽しか っ た で すか

項目 2 . も ち っ き は楽しか っ た で すか

項目 3 . 生徒た ちと会話する ことが で きましたか

項目 4 . ま た生徒たちと
一

緒 に遊ん で み た い で すか

項目 5 . 意見や希望が あ っ た ら教え て くださ い

今顔希望 する交流内容

項目 1 .
ス ポ

ー

ツ

項目 2 . 料 理

項目 3 . 歌

項目4 . 自己紹介

項目5 . 日 本 の慣習

項目6 . そ の 他

-

7 3
-



ど の 5 項目, 事後 に は活動の 感想や今後の参加 へ の意欲

な ど 4 項目 で 構成 した ｡ 各項目に つ い て
, ① と て もは

｢ 0 0 ｣ , ② ま あま あは ｢ O ｣ ,
`
③ ふ つ う は ｢ △｣ , ④ あ ま

りは ｢ ×｣ , ⑤全く は ｢ × ×｣ と い う 5 段階 で の 評価で

あ っ た｡

調査方法は, 事前 ･ 事後 の オ リ エ ン テ
ー

シ ョ ン に お い

て
, 筆頭執筆者もしくは学生 ボ ラ ン テ ィ ア が付き添い ,

留学生の質問に 日本語や英語で説明し援助した｡

2 ) 調査結果

富山大学 マ レ
ー シ ア 人留学生 6 名 に よる 5 段階の評価

杏
, 各項目 ごと に ①と て も は｢ + + ｣ , ② ま あ ま あ は

｢ + ｣ , ③ ふ つ う は ｢ ±｣ , ④ あ ま り は ｢ - ｣ , ⑤全く は

｢ - - ｣ と し て , Fi g .
6 に 示 した｡

事前調査の項目 1 ( 学校 へ 来るとき不安 はありま した

か｡ ) で は , ｢ + + ｣ ｢ + ｣ を合わせ て6 6 .7 % で あ っ た｡

な お
, 項目1 は反転し て 示した ｡ 項目 2 ( 期待 はし て い

ま したか ｡) に つ い て は , ｢ + + ｣ ｢ + ｣ を合わ せ て8 3 .3

% で あ っ た｡ 項目 3 ( 今 日 の 料理 は楽 しみ ですか｡ ) , 項

目4 ( 生徒たちと
一

緒 に い ろん な活動をし て みた い で す

か｡ ) に つ い て は, ｢ + + ｣ ｢ + ｣ を合わせ て1 00 .0 % で あ

り , 項目 5 ( こ れ ま で ボ ラ ン テ ィ ア活動 をした こと はあ

りますか ｡) で は8 3 .4 % で あ っ た ｡

事後調査で は, 全 て の 項目 に つ い て ｢ + + ｣ が10 0 .0

% で あ っ た｡

3
. 第 3 回実践 : 題材名 ｢ 外国の 方ともち つ き

を しよう｣ に つ い て の 生徒へ の ア ン ケ ー ト

1 ) 事前調査の方法

調査対象は, 本授業に 参加した附属養護学校高等部に

書房

1 .学 校へ 来るとき不安 はありましたか※

2 .期待はしてい ましたか

3 ,今 日の料理は楽しみです か

4 . 生徒たちと
一

緒 にいろんな活動をしてみ たい です か

5.
これまでボランティア活動をしたことがあります か

S #

1.今日は楽しかっ たですか

2 .また学校 に来 てみたい ですか

3 .今 日の 料理は楽しかっ たですか

4 .また生徒と
一

緒に遊んで みたいで すか

0ヽ 2Oヽ ●0ヽ 6 0ヽ

所属する生徒20 名 で あ っ た ｡

調査内容 は, T a ble 3 に 示 したとお り, 4 項目 に つ い

て 事前と事後で構成 した ｡ 学習 へ の 意欲, 外国人留学生

との親睦の程度, 会話 へ の意欲, も ち っ き活動 へ の興味
･

関心に つ い て構成した｡ 各項目に つ い て , ｢ ○
- と て も｣ ,

｢ △ - ま あ まあ｣ , ｢ × - ぜ ん ぜ ん｣ と い う 3 段階で の で

評価で あ っ た｡ 調査方法は, 実践 2 の場合と同様とした｡

2 ) 調査結果

3 段階に よる評価結果を , 各項目ごと に ｢ とて も｣ ,

｢ ま あ ま あ｣ , ｢ ぜ ん ぜん｣ と して , 事前と事後を併記し

て F i g , 7 に 示 した｡ な お 1 名 に つ い て は正確な評価が で

き なか っ た た め19 名 で算出した｡ 項目 1 ( も ち っ き大会

の 勉強は楽しい ｡) に つ い て は, ｢ と て も｣ が事前 : 85 .0

% か ら事後 : 84 .2 % へ と は ぼ横ば い で あり ,
｢ ぜ ん ぜ ん｣

が事前 : 0 .0 % か ら事後 : 5 .3 % 古手上昇した ｡ 項目2 ( 外

国 の 人 に会 い た い ｡ ) に つ い て は ,
｢ と て も｣ が事前 :

80 ･0 % か ら事後 : 79
.

.0 % と は ぼ横 ば い で あり ,
｢ ぜ ん ぜ

ん｣ が事前 : 0 .0 % か ら事後 : 10 .5 % に 上昇した｡ 項目3

(外国の 人と話をした い ｡) に つ い て は ｢ と て も｣ が事前 :

85 .0 % か ら事後 : 6 8 .5 % に 減少し, ｢ ぜ ん ぜん｣ が事前 :

0 .0 % か ら事後 : 1 0 .5 % に 上昇 した ｡ 項目 4 ( 外国の人と

も ち っ きを し た い ｡ ) に つ い て は ｢ と て も｣ が事前 :
~

95 .0 % か ら事後 : 7 3 .7 % に 減少し, ｢ ぜ ん ぜん｣ が事前 :

5 .3 % か ら事後 : 1 0 .5 % に 上昇した｡

4 . 第 3 回実践 に つ い て の外国人留学生へ の ア

ンケ ー ト

1 ) 事前調査の 方法

調査対象は, 本授業に参加した外国人留学生1 4名 で あ っ

た｡

0ヽ 20ヽ ●【へ 60ヽ 80ヽ 10 0ヽ

EE + + 団 + ロ :± 1
一

団
- 一

注) ※は反転して示した｡

Fig . 6 第 2 回実践 : 留学生 へ の事前 ･ 事後 ア ン ケ - トの結果

- 7 4 -

調査内容は , T a ble 3 に 示 したとおり
, 辛

前 に は養護学校 へ 来る こ と へ の不安や生徒た

ちと の 会話 へ の 期待の 2 項目, 事後 に は活動

の感想や今後の 参加 へ の 意欲, 今後期待する

活動内容な ど5 項目で 構成した｡ 各項目に つ

い て
, ①と て もは｢ 0 0 ｣ , ② まあまあは ｢ O ｣ ,

③ ふ つ う は ｢ △｣ , ④ あ まりは ｢ ×｣ , ⑤全く

は ｢ × ×｣ と い う 5 段階で の 評価で あ っ た ｡

項目 5 と し て , 留学生が今後希望する交流の

活動内容に つ い て , 複数選択で 聞い た｡ 選択

肢は ｢ ス ポ
ー

ツ｣ ｢ 料理｣ ｢ 歌｣ ｢ 自己紹介｣

｢ 日本の 慣習｣･ r そ の他｣ で あ っ た ｡ なお , 莱

際 に使用した ア ン ケ
ー

ト用紙 は資料2 と して

示した｡ 調査方法は, 第 2 回実践と同様で あ っ

た ｡

2 ) 調査結果

外国人留学生14 名 に よる 5 段階の 評価を ,

各項目ごと に①とて もは ｢ + + ｣ , ② ま あま

あ は ｢ + ｣ , ③ ふ つ う は ｢ ±｣ , ④ あ ま り は

｢ - ｣ , ⑤全く は ｢ - - ｣ と し て ,
F ig .
8 に 示

した｡
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一
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0 % 20% 4 0% 60% 80% 10 0%

4 .外 国の 人ともちつ きをしたい

事 前

事後

E ) とても E] まあまあ ロ ぜん ぜん

Fig . 7 第 3 回実践 :

生徒 へ の ア ン ケ ー トの 事前事後比較

事静

1
.学校

へ 来るとき､ 不安はありましたか . ･X

2 .生徒たちと会話してみ たい ですか ｡

S #

1 . 今 日は楽しか っ たですか
｡

2.もちつ きは楽しか っ たですか ｡

3 .生 徒たちと会 話することができましたか ｡

4 .また生徒と
一

緒に進ん でみ たい ですか ｡

0% 20 % 40 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % B O % 1 0 0 %

田 + + Egg + ロ ± t= 一

国
- 一

注) ※は 反転して示 した ｡

Fig , 8 第 2 回実践 :

留学生 へ の事前 ･ 事後 ア ン ケ ー トの結果

事前調査の項目1 ( 学校 へ 来るとき不安はありま

したか ｡) で は, ｢ + + ｣ が6 4 .3 % , ｢ + ｣ が14 .3 %

で 合 わ せ て 66 .7 % で あ っ た｡ な お , 項目1 は反転 し

て 示した｡ 項目2 ( 生徒たちと会話をし て みた い で

すか ｡ ) に つ い て は , ｢ + + ｣ が78 .6 % , ｢ + ｣ 2 1 .4

% で 合わせ て1 0 0 .0 % で あ っ た｡

事後調査に つ い て は, 項目1 ( 今 日は楽 しか っ た

で すか ｡) で , ｢ + + ｣ が10 0 .0 % で あ っ た｡ 項目 2

( もち っ きは楽 しか っ た で すか ｡ ) で は, ｢ + + ｣ が

I.スポーツ

2.料
72

3 .敬

4.自己紹介

5

.日本の d[ 習

6 .その 他

- 7 5 -

9 2 .9 % , ｢ + ｣ が9 .1 % で 合わせ て1 00 .0 % で あ っ た｡

項目3 (生徒たちと会話することが できましたか ｡)

で は, ｢ + + ｣ が71 .4 %
,
｢ + ｣ が2 8 .6 % で 合わ せ

て 10 0 ,0 % で あ っ た ｡ 項目 4 ( ま た生徒と
一

緒 に

遊ん で み た い で すか ｡) で は, ｢ + 十｣ が1 0 0 .0 %

で あ っ た｡ F i g . 9 に は
, 留学生が今後希望する

活動内容に つ い て まと めた ｡ ｢ ス ポ
ー

ツ｣ が2 2 .6

%
,
｢ 料 理｣ が25 .8 %

,
｢ 歌｣ が1 9 .3 % , ｢ 自 己紹

介｣ が6 ,5 %
,
｢ 日本 の 慣習｣ が22 .6 %

,
｢ そ の他｣

が3 .2 % で あ っ た｡

Ⅳ . 考 察

1
. 実践に つ いての 検討

平成1 1 年度 に 附属養護学校にお い て試行的に外

国語の実践を行 っ た｡ 以下 に , 実践と生徒及び留

学生 へ の ア ン ケ
ー

ト結果を踏まえ , 実践 の目標,

題材及び活動内容, 方法及び教育課程で の位置付

けの 観点か ら検討を試みた い ｡

1 ) 目標 に つ い て

本実践で は, 生徒と外国人留学生とが具体的な

活動を共有するこ とを通し て親睦を深め る こ と,

外国の 食文化に興味を持 っ こ と, 簡単な外国語の

表現に 関心を持 つ こ とを目標と した｡ そ れ ぞれ の

目標に つ い て は, 生徒 へ の ア ン ケ
ー

ト の結果か ら

概ね肯定的な評価を得たも の と考え られる ｡ 簡単

な外国語の 表現に つ い て は, 実際に交流を進め る

に従 っ て
,
｢ 話 した い｣ 動機が高ま っ て い るもの

と予想されたが , 実践 2 に は事前に 比 べ て 事後に

高く評価された にもかか わらず, 実践3 で は若干

低く評価された ｡ こ の結果の要因と して 次の 点が

推測された ｡ まず第 1 に , 実際の 活動場面の 様子

を見ると , 実践2 で は小集団で の 活動で あ り留学

生と生徒との 会話場面が多く, 実践3 で は大勢で

の ｢ も ち つ き｣ と い う こ ともあり実践2 に比 べ て

会話場面が多く確保で き て い なか っ た ｡ 第2 に ,

実際に
一

緒 に活動したり話したりする経験がまだ

十分で はなく , 活動する機会が提供されただ け で

5_0 % 1 0.0 % 1 5.0 % 2 0.0 % 2 5 . 0 % 3 0 . 0 %

:;壁;i 蜜:≡……

;;;;主宰S:'搬蓋;

:::: :: :: 絹:a蛋;董; ;;::;a

;::!]≡;≡軽重時空;

::: ::立皇姓::;:

Fig . 9 留学生が希望する交流内容
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知的障害養護学校に おける新設教科 ｢外国語｣ の 実践に関する
一

考察

は対応で きなか っ た｡ 第3 に , 中学校特殊学級で英語の

授業を受けて い た軽度の 知的障害の ある生徒に と っ て ,

事前指導で行われた簡単なあ いさ つ な ど の外国語の表現

の 指導で は不充分で あ っ た等 で ある ｡

附属養護学校高等部は, 全国 の知的障害養護学校同様,

障害 の程度が重度から軽度まで 多様化する傾向に ある｡

教課審答申で は, 高等部の必須科目の 内容に つ い て は,

生徒の 実態が多様化し っ っ あ る こ とか ら, 基礎的な内容

と発展的な内容の 二段階に分け て示すことと し て い る｡

野 口 (20 00) は , 高等部で の外国語の実践を通して , 書

い たり読ん だ りする こ とよりも聞い たり話 したりする こ

とが外国語を好き に なるポイ ン ト で あると指摘した ｡ ま

た野 口 (19 99) は , 自 ら の 実践の成果とし て 知的障害の

ある生徒が英語 へ の 興味や関心を高め, 夏休み等に 家族

で海外に 出か けた際に 英語を話す機会を持て た生徒もい

た ことを挙げた ｡ こ の ような先進的な取り組みに学びな

が ら
, 附属養護学校に お い て も選択教科で ある外国語に

つ い て も生徒の学習意欲を高め ,
生活 に根ざした目標を

設定する ことを中核に しなが ら, 障害の 程度に応じた目

標設定が必要に なると思われる｡

2 ) 題材及び活動内容に つ い て

題材とし て は, 食 べ物作りやゲ
ー ム な ど

,

一

緒 に身体

を使 っ て 活動で きるもの が有効で あ っ た と思われ る｡ 生

徒 へ の 事前調査か らは, 料理 や運動等の 活動に は積極的

な姿勢が確認された｡ ま た, 取り上げた題材に つ い て は,

生徒, 留学生とも高 い評価を示した｡ 高階 (19 96) は ,

国際理解教育の留意点とし て , 身近なき っ か けを生かす,

楽 しく学ぶ学習活動, 自然な触れ合い を大切にする学習

活動を挙げて い る｡ ま た知的障害の学習特性等か ら, 吉

田 (1 9 99) は生活に即 した 内容を取り上げ, 実際の 生活

の 中で具体的な活動を通して指導する重要性を指摘して

い る｡ さ ら に 山下 (2 00 0) は , 抽象的な内容より , 実際

的 ･ 具体的な内容に つ い て可能な限り実際的な生活の場

で
,
そ の場 に即し て指導し, そ れ らを日常生活に生かせ

るよう にする こ とが大切で ある ことを挙げて い る｡ 知的

障害養護学校の 学習指導要領の各教科の 目標や内容に は,
一

貫 して ｢ 生活｣ と い うキ
ー

ワ
ー

ドが記述され て い る｡

障害が重度化 ･ 多様化する傾向の知的障害養護学校で あ っ

て も
, 高階らが指摘する留意点等を踏まえ なが ら生徒が

主体的に取り組みやすく 日常的な生活に 密着し, 生徒 の

実態に応じた題材を工夫するならば , 同時 に留学生 へ の

活動意欲も促進する こととなり充実した実践が可能の よ

う に思われ る｡

3 ) 方法及び教育課程の位置付 けに つ い て

まず第 1 に , 小集団で の活動が密接な交流を促進する

もの と思われ る｡ 先述した目標で も指摘したとおり, 生

徒 へ の ア ン ケ
ー

ト結果で は会話 へ の意欲 ･ 関心 に つ い て
,

実践 2 で は事後に高く評価され て い る もの の , 実践 3 で

は事後に若干低く評価された｡ 留学生に つ い て の結果も

同様の 傾向を示した｡ 実践 3 の ｢ も ち っ き｣ の よ うな大

勢で単
一

の 活動 で は , 生徒と留学生が接する機会が乏し

く なる こ と, 準備等が大変な ため に教師の配慮が不充分

に なる こと等が要因と して指摘され る｡ 参加人数や準備

等を工夫 ･ 調整し, よ り交流が促進され る学習環境の整

備の必要性が指摘されよう｡ 第 2 に , 多様な障害の特性

を考慮 しなが ら, 継続的な指導や外国人と の交流が必要

で あ ると思 われ る｡ 野 口 (1 99 9) は , 自 ら の実践の 課題

とし て
.
, 週 1 時間 の取り組み で はそ の ときだ け の理解に

と どまる傾向が あ っ た点を挙げて い る｡ 知的障害の ある

生徒が学習の 成果を生活の場面に生かすまで に は, よ り

時間をか けた継続的で長期的な指導が必要とな っ て く る｡

本実践の ような ト ピ ッ ク的なもの で はなく, 日課表に位

置付けた継続的な指導と非常勤講師とし て の A L T の 確

保が必要に思われる｡ 第3 に , 日常場面で学習成果が役

立 っ よう に総合的 ･ 横断的な学習が必要で あると思われ

る｡ 山田 (2 0 00) は , 身 の 回り の もの や あ い さ つ 文, 応

答文を絵と文字で画用紙 に
一

枚ず つ 書き, 目 に触れると

こ ろ にお い て い っ で も取り出して 楽しみ なが ら学習で き

ると よ いと提案して い る｡ 可能な限り実際的な生活の場

で
,
そ の 場 に即し て指導し, そ れ らを 日常生活に生かせ

る よ う に す る と い う
, 障害 の特性を踏まえ た重要な指摘

で ある｡ 外国語の授業を核としなが ら, 学習の 成果を生

かす日常的な指導の配慮に加え て , 成果を応用する機会

とし て本実践に示したような留学生との 交流活動を総合

的 ･ 横断的に 位置付ける ことが有効で あると思われ る｡

2 . 教課審答申と知的障害養護学校の 外国語教育

1 ) 答申 に見る ｢外国語｣ 新設の 背景

教課審答申で は, 教育課程の基準の 改善 に当 っ て の 基

本的な考え方と し て , ｢ 社会 の変化に柔軟 に対応 し得る

人間の育成｣ を強調し, ま た教育課程の基準の 改善のね

ら い と し て
,
｢豊 か な人間性や社会性, 国際社会に 生き

る日本人と して の 自覚を育成する こと｣ , さ ら に 各学校

段階 ･ 各教科等を通じる主な課題に 関する基本的考え方

とし て ｢ 国際化 へ の 対応｣ を重要な観点と して 提示して

い る. 小学校にお い て も国際理解教育の
一

環と して 外国

語が取り扱う ことが で きるよう に な っ た｡

知的障害養護学校に お い て も, こ れ ら の 理念は反映さ

れた｡ 社会の 変化や児童生徒の実態の 多様化等に応じた

指導をより適切か っ 効果的に進める観点か ら各教科の内

容に大胆な見直しが行われた｡ 具体的に は , 中学部 ｢職

業 ･ 家庭｣ は ｢ 産業現場等 に お ける実習｣ に , 高等部

｢家政｣ で は内琴の 例示と して ｢ 保育, 家庭看護, 介護｣ ,

職業教育に 関する教科とし て ｢ 流通 ･ サ ー ビ ス｣ を加え

るな どの 改訂を行 っ た｡ そ し て選択教科と して , 中学部

と高等部に ｢ 外国語｣ を, 高等部に ｢情報｣ が新た に設

けられた ｡

社会はめま ぐるしく変化して い る｡ 国際化の 進展に伴

い
, 外国人と触れ合う機会や日常生活の 様々 な場面で英

語が用い られ る こ とが多く な っ て き たと指摘され る よ う

に ( 例えば , 全国知的障害養護学校長会 ,
1 9 99) , 家族
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や福祉団体を ベ
ー

ス に展開する交流の動きは確実に増え

つ つ 奉る｡ こ こ富山県にお い て も既に 2 回, 知的障害者

本人に よる活動 グ ル
ー プ ｢ み ん な の青年の会｣ で は ,

ア

メ リ カ 合衆国 - ワ イ州の へ レ マ ノ ブ ラ ン テ - シ ョ ン に お

い て , 日米 の 知的障害者同士の交流活動等を実現 して い

る (富山市育成会
,
1 99 9) ｡ 筆 頭執筆者 も こ の 会 に参加

して い るが , 知的障害の ある人に と っ て の 国際化の動き

は強ま っ て お り , 否応なし に異文化との共生が迫 られる

よ う にな っ て きて い る｡ 教課審答申が指摘するとおり ,

国際化, 情報化の 進展等社会の変化に対応し, 生徒の 日

常生活を豊か にするととも に , 卒業後の社会生活 へ の 適

応を円滑に進める こ とが で きるよう に する観点で の 外国

語教育の進展が さら に強調されよう ｡

2 ) 共生社会の実現

教課審答申で は, ｢ 国際化 へ の対応｣ の 中で , ｢ 国際化

の進展に対応した教育は, 広 い 視野を持 っ て 異文化を理

解し, 異 なる文化や習慣を も っ た人 々 と偏見をもたずに

自然に交流し共に生き て い くため の 資質や能力の育成を

図る ことをねら い とするもの で ある｣ と し て い る｡ い わ

ゆる ｢ 共生社会｣ の 実現を め ざすも の と解釈で き よ う｡

佐藤
･ 林(19 98) は, ｢ 共に生き る｣

1

こ とを実現するに は,

異 な っ た文化を も つ 人々 と身近な生活 レ
ベ ル で交流し て

い く こ とが重要で あり , 単 なる知識理解で はなく共感的

理解が伴うような体験学習や交流学習が不可欠で あると

して い る ｡ 本稿で 報告した実践で は, 実際的で体験的な

活動を通して 学習を進め た｡ 生徒及び留学生の ア ン ケ
ー

ト 結果は, 佐藤
･

林が言う共感的理解の実現の必要性を

傍証 したも の と思われる ｡

ま た教課審答申で は, ｢ 共 に生きる｣ こ とを国際化 -

の対応の文脈で記述 して い るが ,
こ の こ とば近年の ノ ー

マ ライ ゼ - シ ョ ン や イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 思想と基本的に

は共通するもの と患われ る｡ 知的障害養護学校で の外国

語の新設は ,
｢ 共生社会｣ と い う キ

ー

ワ
ー

ド に 基 づ い て ,

｢ 異文化理解｣ と ｢ 障害者理解｣ と の 統合が実現する方

向性を持 つ もの と期待され る｡ さ ら に教課審答申で は,

こ れ ま で とかく欧米先進諸国に目を向けが ち で あ っ た こ

とを改め , ア ジ ア諸国等に
一

層目を向けるよう留意する

ことが大切で あると指摘 して い る｡ 本稿 で示した実践は

こ の指摘を踏まえたも の で あ っ た と言え よう｡

3 ) 生 きる力の育成

教課審答申で は, 教育課程の 基準の 改善に当 っ て の基

本的な考え方と して ,
｢ 生 きる力｣ の 育成を強調して い

る｡ 具体的な説明の
一

部 に , ｢ 学校 で 学習した知識 ･ 技

能や学び方などは, 家庭や地域社会にお い て生き て働く

力とし て用 い られる こと に よ っ て
一

層深 め られ , 根付 い

て いく｣ と説明し て い る｡ 知的障害養護学校で は児童生

徒の障害の状態等に応じた適切な教育を行え るよう教育

課程編成の特例が定め られ て い る｡ 新学習指導要領で は,

高等部の必須科目の内容に つ い て は, 生徒 の実態が多様

化し つ つ あ る こ とか ら, 基礎的な内容と発展的な内容の

2 段階 に分け て示した こと, 家庭等と の連携を図り学習

した成果を実際の生活に生かすことが で きる よう に配慮

する こと などを示した｡

重度 ･ 多様化に対応する に は, 障害 の特性を踏まえた

適切な教育が展開さ れる必要がある｡ 特 に 中 ･ 重度知的

障害や自閉性障害の ある児童生徒は, あ る場面で学習 し

た こ とを日常場面で直ち に活用され, 長期に 維持する こ

とが困難で ある ことが内外の研究から明らかとな っ て い

る ( 例え ば , K o e g el & K o e g el , 1 9 88 ; 志賀, 19 91) o 知

的障害の あ る児童生徒の教育に は, ｢ 生活 に根ざす｣ こ

とが既に キ
ー

ワ
ー ド と な っ て い る が , 外国語で の学習の

成果を ｢生きる力｣ と して機能させるため に は, 生徒本

人が生活の 中で 自ら主体的に 活用するこ とを援助す る具

体的な方略が必要に思われる｡ 例 えば高畑
･ 武蔵 (20 0 0)

や武蔵
･

高畑 (1 99 6) は , 学校で 学習した成果を家庭や

地域で機能させ る方略と して ｢ 支援 ツ
ー ル｣ を提案して

い る｡ 支援 ツ
ー ル と は

, 視覚的な プ ロ ン プ ト や補助具を

活用 して 自分の 行動の 実施を容易にする手がかりとし て

働くもの と , 自分の 行動を自己管理 ･ 記録し て本人と周

囲の 人と の 問で そ の行動を認め合う関係の構築するもの

と で 構成され る ｡ 支援 ツ
ー ル の よ うな方略を知的障害養

護学校の 外国語で積極的に実践する こと に よ っ て , 学校

で 習得した内容が家庭や地域生活で ｢生きる力｣ とし て

機能するも の となる ことが期待される｡

Ⅴ
. 今後の実践の方向性

本稿を通して , 知的障害養護学校で外国語教育を展開

するため の 具体的な課題を提案する ことを試みた｡ し か

し本当の 課題は, 本稿 の課題をど の よう に受 け止め, ど

の よう に実践を進め て いくか と い う具体的な取り組みで

ある ｡ 以下 に そ の概要を記述する｡

1 . 指導上 の基本的な考え方

附属養護学校高等部で は現在, 本稿 で示した試行的実

践を通して 明確化され た課題等を踏ま え, ｢ 外国語｣ の

実践に 取り組ん で い る｡ 外国と日本の文化 ･ 生活 の違 い

( 水越
,
19 9 5) に 関心を持 っ て 国際理解を深める こと ,

外国人と の 様々 な交流活動を通して 親睦を深める こ と,

あ い さ つ な ど簡単な外国語の 表現に興味や関jL ､ を持 っ こ

と が目的で ある ｡ ま た実際の 授業展開 にお い て は, 知的

障害生徒の学習上の特性 へ の考慮 (例えば, 山下, 2 00 0) ,

在学中及び卒業後の 生活を豊か なもの にする観点か ら次

の点を指導上の 基本的な考え とした｡ 第 1 に , 教育課程

に教科別の 指導と して ｢外国語｣ を位置付け, 継続的な

指導の実現をめざした｡ 第2 に , 学習の題材を生徒にと っ

て興味 ･ 関心 の あ るもの , 生活 に密着 したも の とする こ

と で あ っ た ｡ 第3 に , 簡単なあ いさ つ 等 の外国語の表現

力を高め るため に , A L T を定期的
･一継続的に招聴 し学

習の 効率 ･ 定着化をはか っ た｡ 第 4 に , ｢ 支援 ツ
ー ル( 例

え ば
, 富山大学教育学部附属養護学校 ,

2 00 1)｣ を積
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知的障害養護学校に おける新設教科 ｢外国語｣ の実践に 関する
一

考察

Fi g .10 外国語で導入
･ 活用する ｢ 支援ツ ー ル｣ の

一

例

左 の 写真 は, 支援 ツ ー ル ｢ 外国語 お 助けブ ッ ク｣ で ある ｡ 会話 や活動で使用する単語が参照でき るよう にな っ て

いる . 中央 の写真 は, ｢ 外国語 お助 け ブッ ク｣ に は さ む カ
ー

ドの
一 例で ある. 右の写真は , 支援 ツ

ー ル ｢ ヘ ル プカ ー

ド｣ で ある｡ 言葉 でうまく表現 できな い生徒が活動中に的確 に意思表示す る た めに 使用す るプラ カ
ー

ドで あ る｡

Fi g .11 平成1 3年度実践 ｢ A L T と マ フ ィ ン を作ろう｣ の 様子

左 の写真 は, マ フ ィ ン 作りの 手がかり とな る ｢ 支援 ツ ー ル｣ で あるo め く り式 の カ
ー

ド形式 とな っ て い る. 中央

の 写真 は ,
一 緒 に作 っ たマ フ ィ ン を 食 べ て いる様子 . 右 の写真は , 授業 で 学習 した挨拶

L'

S e e y o u a g a i n
"

を 使 っ

て い る様子｡

極的 に導入し, 授業 で学習した成果を生活の様々 な場面

で横断的 ･ 総合的に 活用で き るよう援助した｡ 第 5 に ,

日課表 に位置付けられた ｢ 外国語｣ー
の授業を基礎に , 本

稿 で示した試行的な富山大学外国人留学生との交流実践

を行い授業で学習した成果を応用
･ 活用する場面と して

位置付けた｡

2
. 平 成12 年度以降の 附属養護学校高等部に お

ける外国語教育

1 ) 年間計画の 概要

平成12 年度4 月か ら外国語を教科別の指導と して 設定

し
,
A L T ( 外国人語学指導助手) を招僻し, 授業を行 っ

て い る｡ な お ,
｢ 外国語｣ ｢ 情報｣ の 2 教科か ら生徒と保

護者との希望に よる選択制とした｡ 13 年度か らは, 生徒

10 名が外国語を選択 し, 授業を行 っ て い る ｡ A L T が 非

常勤講師と して 位置付けられ, 教育実習期間以外は週 2

時間来て 授業に参加して い る｡

ね ら い は
,
生 きた英語や英語圏の 文化に触れ親しむ こ

と
, 外国と 日本の文化 ･ 生活 の違 い に 関心を持ち, 国際

理解を深め る こと, あ い さ つ な ど簡単な外国語 (英語)

の 表現に興味や関心を持 つ ととも に , 生徒 に よ っ て は必

要な場面で使う ことが で きる ことと した｡

指導上の 基本的な考え方で は, まず第 1 に ,
生徒と

A L T の 対話や コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を授業の 中核と した｡

事前 に 毎回, A L T と 綿密 に 打ち合わせ を行 っ た ｡ 第 2

に
, 実際的, 体験的な活動を盛り込み , 生徒たちが楽 し

ん で 授業 に参加で きる よう に 工夫した ｡ 例 えば ,
A L T

と ゲ ー ム を したり
, 歌 を歌 っ た り して 英単語の 発音や意

味を知るため の活動 ,
A L T と あ い さ つ を したり , 質問

をしたり して 基本的な会話をする活動, 外国の 料理を
一

緒 に作るな ど, 外国の 食文化に耕 しむ活動な どで ある｡

第 3 に , 生徒た ちの 学習理解を促進し, 日常的な生活場

面 で の 外国語の活用を可能 とするた め に , い く つ か の

｢ 支援 ツ
ー ル｣ を導入 ･ 活用 した｡ 例 えば , F i g . 1 0 に 示

した外国語お助けブ ッ ク , 授業 の活動内容を書い た カ
ー

ド
,
H E L P カ ー

ド な ど で ある ｡

2 ) 実践例 : A L T と
一

緒 に マ フ ィ ン を作ろう(F i g .

11 参照)

①学習の 流れ : A L T の 先生が料理 が得意で あ る
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こ と
, 生徒た ちも料理が大好き で あ る ことか ら , A L T

の 母国 ( イ タリ ア) の代表的お菓子 ｢ マ フ ィ ン｣ 右 一

緒

に作る ことを計画し実施した｡ 淘･理 をする前に , マ フ ィ

ン の材料や道具の 英単語を学習したり , 写真 カ
ー

ド の レ

シ ピ を見なが ら マ フ ィ ン の作り方を覚えた ｡

②支援 ツ
- ル を使 っ た簡単な会話の 練習 : 砂楓

バ タ ー な ど の 実物と英単語カ ー ド を見せなが ら発音や ス

ペ ル を覚えた｡ 外国語お助け ブ ッ ク に記入 ･

参照する こ

と で
,
い っ で も単語を見たり思い 出したりする こ とが で

きた｡

③生徒の様子や感想 : 生徒たちは
,
意欲的に マ フ ィ

ン の材料な ど の英単語を覚え , 当日 は A L T の 先生と マ

フ ィ ン 作りを楽しみ会食をした｡ 誰 もが ｢ お い し い｣ と

言 い , 全員が喜ん で 食 べ て い た ｡ ｢ ま た , 作 り た い｣ ,

｢ 家 で も作り た い｣ と話す生徒もい た｡ A L T の 先生がイ

タリ ア で の食 べ 方や作り方, 材料な どに つ い て い ろ い ろ

話 し て くだ さ っ た ｡ 最後 に は A L T の 先生 に外国語お助

けブ ッ ク を使 っ て
,

"

S e e y o u a g ai n
"

と あ い さ つ し た｡

3
.
こ れか らの 外国語教育

尾崎
･

国井 (2 00 0) は , 日本 の 国際化が進ん で養護学

校の生徒も外国人と触れ合う機会が非常に多く な っ た と

指摘し て い るとお り, こ れ から知的障害者が海外に行く

機会が多くなる ことも予想され る｡ こ の よ うな時代で は,

学校教育の段階にお い て外国語や外国に対して の さらな

る関心 を持 っ こ とが求められる｡

障害が重度化 ･ 多様化する知的障害養護学校で の外国

語教育の実施は , か な り の困難が予想され よう ｡ しか し

なが ら, 生徒 の生活を踏まえ
,
生徒 の実態に 応じた学習

活動を工夫するな らば , 充実した実践が実現可能に なる

かもしれな い ｡ ノ
ー

マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン や イ ン テ グ レ ー

シ ョ

ン の 潮流は, 共生社会の 実現を目指すもの で ある ｡ 適切

な援助を受けながらも , 国際化と い う社会の変化に 対応

し
, 前向き に主体的に生きる力を発揮して い く｡ 障害の

有無を超え ,
しか も国籍や文化の 違い を超えた真の共生

社会を実現するに は, さ らなる外国語の実践 へ の挑戦が

望まれよう ｡
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